
第７回インフラメンテナンス大賞

優秀賞

国土交通省技術開発部門

鉄道信号システムの故障時に知得した状況や、係員による

調査結果について、時系列で報告書を作成していくと、AIが

過去の故障対応記録から類似事象を自動的に抽出し、原因の

推測と対策を提案することで、復旧支援を行うシステムを開

発し運用を開始した。

復旧作業中に報告書を作成するという従来から行っていた

業務を実施するだけで、AIが自動的に「過去の類似事象の抽

出」、「原因の推定」、「対策の提案」を行う仕組みとした

ことで、メンテナンス業務において経験豊富なベテラン社員

からアドバイスを受ける流れと同じように直感的に業務に浸

透させることができた点が最も優れている。

受賞者

コメント

団体概要

問い合わせ先

東日本旅客鉄道株式会社

郡司寿樹/高野友佑/津田充昭/池亀純也/中村大介

株式会社日立製作所

木下琢磨/細包愛子
復旧作業に携わる社員等の負荷の減少になるほか、将来は

効率的な事前予防の計画支援にも使用できる可能性があり、

復旧情報の蓄積とその活用をはかる発展性のあるシステムで

あること、復旧に関するノウハウの継承に役立つことが評価

された。
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鉄道信号システム故障時のAIによる
復旧支援システム

鉄道分野

開発をはじめた4年前は、文章を理解し回答を返す
分野にAIを活用して取り組む事例が少なかったため、
手探りで工夫を繰り返し、苦労して実用化しました。

昨今のAI技術の飛躍的進化を受けて本システムがイン
フラメンテナンスへの応用が期待され、栄誉あるイン
フラメンテナンス大賞優秀賞を賜ることが出来ました。
引き続き、先駆者として更なる業務の変革を提案し、

推進してまいります。

東日本旅客鉄道株式会社
電気システムインテグレーションオフィス
技術管理部 信号技術管理センター 郡司寿樹
070-3154-0893 toshi-gunji@jreast.co.jp

【東日本旅客鉄道株式会社】
鉄道を中心とした社会インフラを提供する会社です。

鉄道信号設備のメンテナンスにおいて、設備をモニタ
リングしたデータや、業務の対応記録などの情報を集
め、これらを活用してメンテナンス業務を変革するこ
とに果敢にチャレンジしています。
【日立製作所】
デジタル技術とお客様との協創による社会イノベー

ション事業を通じ、社会課題の解決を実現しています。

信通指令故障情報
データベース
システム

信通指令

故障アラーム
（定常状態監視装置ほか）

現場設備

・2005年度以降の
事故概況、処置など

設備管理システム

・設備諸元
・図面類
・検査データ
・マニュアル類 など

統制作業システム

・直近の作業予定など

時系列データ
〇〇駅構内△△T 不正落下

10:50 システム監視にて「不正落下」
監視盤に「軌道回路故障」表示
10:55 信通社員の出動指示
11:00 MCに連絡し現場の介在物を確認
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

AI指令長

学習入力

指令員が作成する「時
系列データ」を入力
データとして自動で読
み込み、提案を開始

過去17年分の軌道回路
故障をレアケースも含
めて学習済み

信通指令で使用するシステムなど

従来と変わらない
設備故障発生時の対応

AI指令長の提案（イメージ）

〇類似事例

・入力（時系列データ）と類似性の高い
100件を表示

・キーワードは黄色字で見落とし防止

〇設備故障の原因と処置内容

設備故障の原因 処置内容

△△

〇〇

◇◇

××

◇◇

〇〇

△△

▽▽

・類似性の高い100件から推奨度の高い
原因や処置を表示

・調査中は表示しない

新しい故障も定期的
に学習
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